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明
治
期
に
お
け
る
鰊
製
品
の
海
外
展
開

服　

部　

亜
由
未

一
．
は
じ
め
に

　

明
治
期
、
主
と
し
て
北
海
道
西
海
岸
で
大
量
に
漁
獲
さ
れ
た
鰊
の
多
く
は
、
肥
料
に
加
工
さ
れ
、
日
本
全
国
へ
運
ば
れ
て
い
た
。
も
っ

と
も
、
鰊
漁
業
は
そ
れ
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
が
、
蝦
夷
地
で
鰊
漁
業
が
は
じ
め
ら
れ
た
時
に
は
、
肥
料
製
造
方
法
は
確
立
し
て
お
ら

ず
、
肥
料
と
し
て
の
一
般
化
は
安
政
以
後
と
見
ら
れ
て
い
る ）1
（

。
以
降
、
鰯
肥
料
の
慢
性
的
な
不
足
に
と
も
な
い
、
本
州
で
使
用
さ
れ
る

主
要
な
魚
肥
は
鰊
肥
料
に
代
替
さ
れ
て
い
っ
た ）2
（

。
幕
末
期
に
は
、
鰊
肥
料
生
産
量
が
追
い
付
か
な
い
状
況
も
見
ら
れ
た
が
、
封
建
的
規

制
の
撤
廃
に
よ
り
、
和
人
漁
民
の
北
海
道
へ
の
移
住
が
急
速
に
進
み
、
鰊
肥
料
生
産
量
は
急
増
し
た ）3
（

。

　

肥
料
の
成
分
と
し
て
は
、
窒
素
・
燐
酸
・
カ
リ
の
三
大
要
素
が
重
要
と
な
る
。
作
物
に
よ
っ
て
必
要
な
要
素
の
比
率
は
異
な
り
、
た
と

え
ば
、
穀
類
は
窒
素
と
多
め
の
燐
酸
を
、
藍
・
桑
・
茶
は
窒
素
を
、
果
樹
は
燐
酸
を
、
麻
は
カ
リ
を
そ
れ
ぞ
れ
必
要
と
し
た
。
鰯
肥
料
も

鰊
肥
料
も
共
に
窒
素
と
燐
酸
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
ま
れ
て
い
た ）4
（

。
明
治
二
〇
年
代
に
は
、
新
た
に
中
国
東
北
部
産
の
大
豆
粕
が
輸
入
さ

れ
始
め
た
も
の
の
、
大
豆
粕
の
成
分
は
、
燐
酸
が
少
な
い
た
め
、
果
樹
や
豆
類
の
栽
培
に
は
適
さ
ず
、
米
穀
の
栽
培
に
は
燐
酸
肥
料
を
併

用
し
て
使
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
世
紀
日
本
の
代
表
的
肥
料
は
鰊
肥
料
で
あ
り
続
け
た
。

　

鰊
肥
料
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
鰊
粕
（
〆
粕
）
や
身
欠
き
鰊
か
ら
裂
か
れ
た
胴
鰊
、
取
り
外
さ
れ
た
笹
目
、
白
子
、
不
撰
数
の
子
と
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様
々
な
種
類
が
あ
っ
た
。
大
量
の
漁
獲
が
あ
っ
た
場
合
や
、
身
欠
き
鰊
の
加
工
に
手
が
廻
ら
な
い
場
合
に
は
、
食
用
の
数
の
子
だ
け
を
抜

き
、
鰊
粕
用
に
焚
い
た
と
い
う ）5
（

。
な
お
、
全
て
の
製
造
過
程
に
お
い
て
、
乾
燥
さ
せ
る
た
め
の
広
大
な
干
場
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
日
本
の
鰊
利
用
に
対
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
古
く
か
ら
鰊
は
食
料
品
と
し
て
求
め
ら
れ
た
。
既
に
一
二
世
紀
に
は
主
食

の
パ
ン
と
と
も
に
鰊
を
常
食
と
し
て
い
た
。
冷
蔵
庫
の
な
い
時
代
に
は
、
内
臓
を
抜
い
た
上
で
塩
漬
け
に
し
た
り
、
塩
水
に
漬
け
込
ん
だ

り
、
燻
製
に
し
た
り
、
酢
漬
け
に
し
た
り
す
る
等
、
多
様
な
方
法
で
保
存
し
、
料
理
に
使
用
し
て
い
た ）6
（

。

　

明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
代
の
日
本
で
、
鰊
を
は
じ
め
水
産
物
輸
出
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
状
況
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
海
外

の
状
況
を
鑑
み
、
農
商
務
省
水
産
調
査
所
は
、
燻
製
鰊
お
よ
び
塩
蔵
鰊
を
試
製
し
、
海
外
に
向
け
輸
出
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
。
そ
の
計

画
実
行
に
適
当
な
地
域
と
見
な
さ
れ
た
の
が
、
秋
田
県
山
本
郡
で
あ
っ
た
。
近
代
水
産
業
研
究
に
お
い
て
、
秋
田
県
の
鰊
漁
業
に
焦
点
を

あ
て
た
研
究
は
、
近
藤
・
梶
井
（
一
九
五
六 ）7
（

）
の
他
に
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
秋
田
県
の
鰊
漁
獲
高
は
北
海

道
に
比
べ
る
と
非
常
に
少
な
く
、
近
代
鰊
漁
業
で
は
、
秋
田
県
は
鰊
漁
獲
地
域
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
北
海
道
へ
多
く
の
出
稼
ぎ
漁
夫

を
送
出
す
る
地
域
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
出
稼
ぎ
者
を
送
出
す
る
背
景
、
出
稼
ぎ
活
動
に
と
も
な
う
社
会

問
題
な
ど
を
論
ず
る
研
究
が
多
い ）8
（

。
先
の
近
藤
・
梶
井 ）9
（

も
、
出
稼
ぎ
母
村
と
し
て
の
秋
田
県
山
本
郡
八
森
村
を
対
象
と
し
、
流
出
す
る

過
剰
人
口
の
構
造
を
検
討
し
、
そ
の
形
成
過
程
の
中
心
に
は
、
明
治
末
期
の
地
元
の
鰊
漁
業
の
壊
滅
が
あ
る
と
し
た
。
筆
者
も
別
稿 ）10
（

で
、

秋
田
県
の
鰊
漁
獲
地
域
を
対
象
に
、
鰊
漁
獲
量
の
変
化
へ
の
地
域
や
人
々
の
対
応
に
つ
い
て
追
っ
た
よ
う
に
、
明
治
末
期
ま
で
の
秋
田
県

は
ま
ぎ
れ
も
な
く
鰊
漁
獲
地
域
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

で
は
、
な
ぜ
多
く
の
鰊
漁
獲
地
域
が
あ
る
中
で
、
秋
田
県
山
本
郡
が
燻
製
鰊
・
塩
蔵
鰊
の
製
造
場
所
に
選
択
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
こ
の

計
画
に
対
し
、
山
本
郡
が
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
、
海
外
諸
国
か
ら
の
反
応
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で

は
、
明
治
期
、
鰊
製
品
の
海
外
展
開
に
向
け
た
過
程
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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二
．
秋
田
県
の
鰊
漁
業
概
観

　

秋
田
県
の
主
要
水
産
物
と
し
て
は
、
現
在
、
同
県
の
県
魚
に
指
定
さ
れ
て
い
る
鰰
が
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
期
に
は
、
鰊
も
主

要
水
産
物
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
明
治
以
前
に
も
、
秋
田
県
の
海
岸
に
鰊
は
来
遊
し
て
い
た
が
、
当
時
は
、
鰊
を
漁
獲
す
る
者
は

少
数
で
あ
り
、
鰊
を
北
海
道
か
ら
輸
入
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
明
治
三
、
四
年
頃
か
ら
徐
々
に
鰊
漁
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

「
漸
ク
漁
人
ノ
注
意
ス
ル
所
ト
ナ
リ ）11
（

」、
明
治
一
一
（
一
八
七
八
）
年
の
第
一
回
『
秋
田
県
勧
業
年
報
』
時
に
は
大
漁
が
見
ら
れ
た
。

　
　

漁
業
ノ
件

　
　

管
内
ノ
地
勢
ハ
海
ニ
沿
ヒ
河
ヲ
抱
ク
ヲ
以
テ

最
モ
鱗
介
ノ
類
ニ
富
メ
リ
就
中
鮭
。
鱒
。

鰯
。
鯡
。
鰰
。
ノ
如
キ
ハ
実
ニ
無
比
ノ
大
産

ナ
リ
而
シ
テ
鰯
。
鯡
。
鰰
ノ
類
ハ
啻
タ
食
料

ニ
供
ス
ル
カ
為
メ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
多
ク
ハ
肥
培

ノ
料
タ
ル
ヲ
以
テ
他
管
ニ
輸
出
ス
ル
モ
ノ
巨

万
ノ
金
額
ニ
及
フ
（
後
略 ）12
（

）

こ
こ
で
は
、
秋
田
県
の
水
産
物
と
し
て
、
鰰
以
外

に
、
鮭
、
鱒
、
鰯
、
鯡
（
鰊
）
が
特
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
鰯
、
鰊
、
鰰
は
、
食
用
よ
り
も

む
し
ろ
肥
料
用
と
し
て
多
く
輸
出
し
て
い
た
。
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秋
田
県
の
中
で
鰊
漁
業
が
な
さ
れ
て
い
た
の
は
、
南
秋
田
郡
、
山
本
郡
の
二
郡
で
あ
る
（
図
1
）。
両
郡
の
多
く
は
日
本
海
に
面
し
て

い
る
が
、
中
で
も
南
秋
田
郡
で
は
男
鹿
半
島
、
山
本
郡
で
は
八
森
村
と
岩
館
村
で
、
鰊
漁
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。

　

両
郡
で
は
、
そ
の
地
理
的
特
徴
か
ら
、
鰊
の
販
売
製
品
、
販
路
が
異
な
っ
た
。「
男
鹿
ノ
如
キ
ハ
秋
田
市
ヲ
始
メ
其
他
ニ
於
テ
生
魚
ノ

販
路
甚
タ
広
ク
随
テ
製
造
等
ハ
第
二
ナ
ル
モ
岩
舘
八
森
ノ
如
キ
之
ニ
反
シ
其
捕
獲
ノ
多
額
ナ
ル
ニ
生
魚
販
売
ノ
不
便
ナ
ル
勢
ヒ
製
造
ヲ
第

一
ニ
セ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ハ
今
更
多
言
ヲ
要
セ
サ
ル
儀
ニ
御
座
候 ）13
（

」
と
、
南
秋
田
郡
で
は
、
秋
田
市
に
近
い
こ
と
か
ら
、
漁
獲
し
た
鰊

を
秋
田
市
等
広
い
範
囲
へ
鮮
魚
と
し
て
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
た
め
、
製
造
加
工
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対

し
、
山
本
郡
で
は
交
通
不
便
な
立
地
ゆ
え
鮮
魚
と
し
て
の
販
売
は
難
し
く
、
漁
獲
し
た
鰊
を
製
造
加
工
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
秋
田
県
の
鰊
肥
料
は
、
主
と
し
て
山
本
郡
で
作
ら
れ
、
他
県
へ
販
売
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

鰊
の
群
れ
は
日
本
海
側
を
北
か
ら
一
旦
南
下
し
、
沿
岸
を
北
上
す
る
た
め
、
秋
田
県
の
鰊
の
漁
期
は
、
北
海
道
や
青
森
県
よ
り
も
早

い
。
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
の
北
海
道
に
お
け
る
最
初
の
漁
獲
日
が
四
月
四
日 ）14
（

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
秋
田
県
で
は
、
三
月
一
六

日
で
あ
る ）15
（

。
中
で
も
、
男
鹿
半
島
が
最
も
早
い
。
八
森
村
・
岩
館
村
で
は
、
男
鹿
半
島
の
方
が
一
週
間
早
い
こ
と
を
利
用
し
、
男
鹿
半

島
の
漁
獲
を
見
て
何
日
に
漁
獲
が
あ
る
か
を
考
え
た
と
い
う ）16
（

。

三
．
能
代
実
業
会
に
よ
る
鰊
燻
製
試
験
場
の
設
置

　

地
理
的
不
利
に
と
も
な
い
鮮
魚
を
売
る
こ
と
が
難
し
い
山
本
郡
に
お
い
て
、
明
治
二
七
年
、
鰊
を
燻
製
鰊
お
よ
び
塩
蔵
鰊
に
加
工
し
、

海
外
へ
輸
出
す
る
計
画
が
動
き
始
め
た
。

　

そ
の
実
質
的
な
担
い
手
と
な
っ
た
の
が
、
能
代
実
業
会
で
あ
る
。
能
代
実
業
会
は
、
前
身
を
「
能
代
実
業
講
話
会
」
と
言
い
、
秋
田
県

山
本
郡
能
代
港
町
の
青
年
商
業
家
ら
に
よ
り
「
実
業
上
ニ
関
ス
ル
知
識
ヲ
交
換
シ
実
業
社
会
ノ
進
運
ニ
後
レ
サ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
計
リ
」
創
立

さ
れ
た
が
、「
単
ニ
講
話
ヲ
以
テ
満
足
セ
ス
進
ン
テ
事
業
ヲ
現
実
ニ
表
ハ
サ
ン
」
と
し
、
明
治
二
五
年
一
〇
月
二
九
日
に
名
称
を
「
能
代
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実
業
会
」
と
変
更
し
た ）17
（

。「
実
業
会
々
則
」
第
三
条
で
は
、「
本
会
ハ
本
会
ノ
主
義
ニ
熱
心
ナ
ル
有
志
者
十
名
以
上
ヲ
以
テ
組
織
ス
」
と

あ
る
が
、
明
治
四
〇
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
本
会
ノ
役
員
及
会
員
ノ
姓
名
」
に
よ
れ
ば
、
会
長
、
副
会
長
、
会
計
の
他
、
代
議
員
と
し
て

五
名
、
役
員
以
外
の
会
員
は
二
五
名
、
合
計
三
三
名
の
組
織
で
あ
っ
た ）18
（

。

　

明
治
二
七
年
、
大
日
本
水
産
会
幹
事
長
の
村
田
保
は
、
五
月
七
日
に
秋
田
県
河
辺
郡
新
屋
村
で
開
催
す
る
四
郡
連
合
水
産
品
評
会
に
臨

席
す
る
た
め
、
五
月
二
日
に
秋
田
県
へ
着
い
た ）19
（

。
村
田
幹
事
長
は
、
翌
三
日
か
ら
県
内
の
沿
海
漁
場
を
視
察
に
訪
れ
、
五
日
に
は
山
本

郡
に
入
り
、
能
代
で
談
話
会
を
開
い
た ）20
（

。
水
産
上
の
講
話
を
行
っ
た
際
に
、
鰊
漁
業
の
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
及
し
た
。

　
　

海
外
諸
国
ニ
於
テ
ハ
鰊
ノ
燻
製
セ
ル
モ
ノ
ハ
頗
ル
需
用
過
多
随
テ
該
製
造
事
業
ニ
従
事
ス
ル
者
多
ク
甚
タ
盛
大
ヲ
極
メ
居
レ
リ
而
シ

テ
日
本
ハ
四
海
隈
海
多
ク
ノ
海
岸
線
ヲ
有
シ
種
々
ノ
魚
族
ニ
富
ム
然
ル
ニ
是
カ
漁
獲
及
製
造
ノ
点
ニ
於
テ
進
歩
セ
サ
ル
ハ
頗
ル
遺
憾

ト
ス
ル
処
ナ
リ
当
地
方
ノ
如
キ
鰊
魚
ノ
産
額
年
々
増
加
シ
来
リ
其
価
格
モ
亦
低
廉
ナ
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
今
之
ヲ
製
造
シ
テ
燻
製
ト
ナ
シ

海
外
ノ
需
用
地
ヘ
供
給
セ
ハ
頗
ル
将
来
有
望
ノ
事
業
ニ
シ
テ
国
利
民
福
ノ
一
端
ヲ
増
進
ス
ル
コ
ト
敢
テ
至
難
ノ
業
ニ
ア
ラ
ス
依
テ

依マ

マテ
今
後
大
ニ
燻
製
事
業
ヲ
計
画
ス
ベ
シ ）21
（

海
外
諸
国
で
は
燻
製
鰊
の
需
要
が
多
く
、
そ
の
製
造
事
業
は
盛
ん
で
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
は
漁
獲
、
製
造
が
進
歩
し
て
い
な
い
こ
と
は

遺
憾
で
あ
る
と
い
う
。
当
地
方
（
山
本
郡
）
に
お
い
て
は
、
鰊
漁
業
の
産
額
は
年
々
増
加
し
て
い
る
が
、
価
格
も
低
廉
の
た
め
、
燻
製
鰊

を
製
造
し
て
、
海
外
の
需
要
地
へ
供
給
す
る
と
い
っ
た
燻
製
事
業
計
画
へ
の
希
望
を
述
べ
た
。
続
け
て
、
農
商
務
省
技
師
の
柁
川
温
が
、

実
験
談
と
し
て
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　
　

燻
製
ハ
欧
米
人
ノ
嗜
好
ニ
適
シ
価
格
モ
亦
高
貴
ナ
ル
ヲ
以
テ
本
邦
ニ
於
テ
製
造
セ
ハ
一
大
利
益
ナ
ル
ヘ
ク
農
商
務
省
ニ
於
テ
モ
両
三

年
以
来
北
海
道
ニ
数
個
所
青
森
ニ
数
個
所
試
製
セ
シ
メ
タ
ル
モ
気
候
温
度
ノ
不
適
当
ナ
ル
タ
メ
其
後
海
外
ヘ
輸
送
シ
試
売
シ
タ
ル
モ
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十
分
ナ
ル
好
成
績
ヲ
得
ス
シ
テ
止
ミ
タ
リ
是
レ
或
ハ
製
造
ニ
熟
達
セ
サ
ル
タ
メ
ナ
ル
ヤ
計
リ
難
シ
ト
雖
ト
モ
北
海
道
青
森
地
方
ハ
漁

期
ノ
遅
キ
カ
為
鰊
ノ
産
卵
期
ニ
接
迫
シ
居
ル
ヲ
魚
体
衰
弱
脂
肪
減
退
シ
テ
外
見
甚
タ
醜
ク
味
又
佳
ナ
ラ
ス
久
貯
ニ
耐
ユ
ル
事
能
ハ
サ

ル
ニ
依
ル
ナ
ラ
ン
此
点
失
敗
ニ
依
リ
製
造
場
大
ニ
研
究
ヲ
要
ス
ベ
キ
モ
ノ
ア
リ
シ
カ
幸
ヒ
本
郡
ハ
鰊
魚
ノ
漁
季
早
ク
季
候
モ
亦
適
順

ナ
ル
ヲ
以
テ
燻
製
ニ
塩
造
ニ
適
当
ノ
地
ナ
リ ）22
（

燻
製
鰊
は
欧
米
人
の
嗜
好
に
適
し
、
高
価
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
製
造
す
れ
ば
一
大
利
益
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
既
に
農
商
務
省
も
、
北
海

道
と
青
森
県
で
数
個
所
ず
つ
試
製
し
て
き
た
。
し
か
し
、
気
候
や
温
度
が
不
適
当
だ
っ
た
た
め
、
海
外
へ
輸
送
し
、
試
売
し
た
と
こ
ろ
、

成
績
が
芳
し
く
な
く
止
め
た
。
成
績
不
振
の
要
因
と
し
て
は
、
外
見
、
味
の
悪
さ
、
長
期
間
の
貯
蔵
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
製
造
技
術
の
未
熟
さ
だ
け
で
な
く
、
北
海
道
と
青
森
県
で
は
鰊
漁
業
の
漁
期
が
遅
く
、
産
卵
期
に
近
い
た

め
、
魚
体
が
衰
弱
し
、
脂
肪
が
減
退
し
た
こ
と
が
あ
る
と
柁
川
氏
は
分
析
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
製
造
の
場
所
は
よ
く
研
究
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
幸
い
に
も
本
郡
（
山
本
郡
）
で
は
、
漁
期
が
早
く
、
気
候
も
適
順
の
た
め
、
燻
製
鰊
、
塩
蔵
鰊
の
製
造
に
適
当
な
地
で
あ
る
と
述

べ
る
。

　

能
代
実
業
会
の
会
員
は
、
こ
の
村
田
氏
、
柁
川
氏
の
講
話
に
感
化
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
山
本
郡
岩
館
村
・
八
森
村
は
二
章
で
述
べ
た

よ
う
な
地
理
的
特
徴
か
ら
「
本
県
（
筆
者
注
：
秋
田
県
）
ニ
於
テ
此
事
業
ヲ
創
始
ス
ル
ハ
当
地
（
筆
者
注
：
山
本
郡
）
ヲ
以
テ
尤
モ
適
当

ト
確
信
仕
候
」
と
考
え
、
明
治
二
七
年
六
月
二
一
日
に
能
代
実
業
会
員
総
代
人
（
嶋
田
重
治
郎
、
平
川
孫
治
、
塩
谷
慶
助
、
渡
邉
浪
五

郎
）
は
、
秋
田
県
知
事
（
平
山
靖
彦
）
へ
「
鰊
薫
製
試
験
場
御
設
置
ノ
義
上
申
」
を
差
出
す
。

　
　
（
前
略
）
講
話
中
ニ
於
テ
鰊
薫
製
ノ
事
業
ハ
当
地
方
将
来
大
ニ
望
ヲ
属
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ヘ
シ
ト
雖
モ
如
何
セ
ン
新
事
業
ナ
ル
ト
其

主
眼
ナ
ル
販
路
未
定
ノ
故
ヲ
以
テ
躊
躇
セ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
義
ニ
御
座
候
得
ハ
先
ツ
以
テ
試
験
場
ヲ
設
ケ
之
ヲ
試
製
シ
之
ヲ
試
売
シ
追

テ
販
路
確
実
ノ
暁
ニ
ハ
製
造
ヲ
盛
大
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
準
備
ヲ
ナ
ス
ハ
順
序
ニ
於
テ
其
当
ヲ
得
ル
モ
ノ
ト
奉
存
候
就
テ
ハ
本
年
青
森
県
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鰺
ヶ
沢
ニ
設
ケ
ラ
レ
タ
ル
例
ニ
依
リ
当
地
ヘ
モ
来
春
ヲ
以
テ
試
験
場
設
置
相
成
候
様
致
度
（
後
略
） ）23
（

鰊
燻
製
事
業
は
、
山
本
郡
の
将
来
に
大
き
な
望
み
を
持
て
る
事
業
で
あ
る
。
し
か
し
、
新
事
業
で
販
路
未
定
の
た
め
、
先
ず
は
試
験
場
を

設
け
て
試
製
し
、
試
売
し
追
々
販
路
確
実
に
な
っ
た
際
に
、
盛
大
に
製
造
す
る
と
い
う
順
序
が
良
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
青

森
県
鰺
ヶ
沢
に
設
け
た
例
に
倣
っ
て
、
能
代
に
も
来
春
試
験
場
を
設
置
し
た
い
と
、
能
代
実
業
会
は
山
本
郡
長
を
通
し
て
秋
田
県
庁
へ
上

申
し
た
。

　

能
代
実
業
会
か
ら
の
上
申
書
を
以
っ
て
、
八
月
に
秋
田
県
知
事
が
農
商
務
省
水
産
調
査
所
へ
上
申
す
る
も
の
の
、
調
査
所
か
ら
何
も
回

答
が
な
い
ま
ま
、
明
治
二
八
年
の
鰊
漁
期
が
近
づ
く
。
能
代
実
業
会
、
山
本
郡
長
は
県
知
事
へ
依
頼
し
、
県
知
事
は
、
一
二
月
一
五
日
に

「
準
備
ノ
都
合
モ
有
之
候
間
御
決
定
之
趣
御
指
示
相
成
度
旨
申
出
候
御
差
支
モ
無
之
候
ハ
ヽ
右
御
一
報
ヲ
得
度
此
段
及
御
回
答
候
也 ）24
（

」

と
、
農
商
務
省
水
産
調
査
所
へ
再
上
申
し
た
。
漸
く
一
二
月
二
六
日
に
、
調
査
所
か
ら
秋
田
県
知
事
へ
次
の
一
報
が
届
く
。

　
　

予
テ
御
依
頼
ノ
塩
蔵
并
薫
製
鰊
試
製
之
義
本
年
度
内
貴
県
下
ニ
於
テ
着
手
之
積
リ
ニ
付
将
来
継
続
営
業
ノ
希
望
ア
ル
漁
業
組
合
或
ハ

特
志
者
ヘ
委
託
試
製
為
致
度
着
手
之
際
ハ
本
所
係
員
派
出
之
筈
ニ
候
ヘ
共
予
メ
準
備
ヲ
要
ス
ル
処
モ
有
之
候
ヘ
ハ
漁
獲
之
期
節
及
場

所
人
名
等
御
選
定
之
上
至
急
御
回
報
相
成
度
尤
モ
手
当
ト
シ
テ
金
六
拾
円
支
給
ノ
筈
ニ
候
間
別
紙
仕
訳
ニ
因
リ
試
製
為
致
度
此
段
及

御
通
知
候
也

　
　
　
　

明
治
廿
七
年
十
二
月
廿
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　

水
産
調
査
所
事
務
官　

藤
田
四
郎

　
　
　
　

秋
田
県
知
事
平
山
靖
彦
殿 ）25
（

将
来
継
続
し
て
営
業
を
希
望
す
る
者
、
鰊
漁
獲
の
時
期
、
試
験
場
所
を
選
定
し
、
至
急
回
答
す
る
こ
と
、
手
当
と
し
て
六
〇
円
支
給
す
る
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こ
と
、
さ
ら
に
、
別
便
で
製
造
用
の
食
塩
が
二
石
下
付
さ
れ
る
旨
が
、
農
商
務
省
水
産
調
査
所
か
ら
秋
田
県
知
事
へ
伝
え
ら
れ
た
。
こ
れ

に
対
し
、
翌
二
八
年
一
月
、
能
代
実
業
会
は
山
本
郡
役
所
、
秋
田
県
内
務
部
を
通
じ
て
以
下
の
よ
う
に
調
査
所
へ
回
答
を
伝
え
て
も
ら

う
。

　
　

一
鰊
熏
製
試
験
場
所

　
　
　
　

秋
田
県
山
本
郡
能
代
港
町
萬
町
ニ
設
ク

　
　

一
将
来
継
続
営
業
者
ノ
希
望
（
即
被
托
人
）
住
所
姓
名

　
　

 

秋
田
県
山
本
郡
能
代
港
町
畠
町

 

　
　
　

能
代
実
業
会
員　

嶋
田
重
治
郎

 

　
　

仝
県
仝
郡
仝
町
萬
町

 

　
　
　

仝 
 

渡
邉
浪
五
郎

　
　

一
鰊
ノ
漁
期

　
　
　
　

三
月
中
旬
ヨ
リ
四
月
上
旬
マ
テ

　
　

一
食
塩
運
送
方
法
但
被
托
者
ヨ
リ
荷
造
運
賃
支
弁
ノ
事

　
　
　

冬
期
廻
航
不
便
ニ
付
東
京
ヨ
リ
弘
前
マ
テ
汽
車
弘
前
ヨ
リ
陸
送
相
成
度
尤
モ
荷
造
運
賃
ハ
御
達
次
第
被
托
者
ヨ
リ
支
弁
ノ
積
リ ）26
（

鰊
の
漁
期
が
三
月
中
旬
か
ら
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
秋
田
県
知
事
は
、「
是
非
ト
モ
初
期
之
魚
ニ
テ
製
造
相
成
之
様
致
度
就
テ
ハ
御
都
合
モ

可
有
之
候
得
共
御
省
技
手
ハ
三
月
十
日
以
前
ニ
当
地
ヘ
着
」
く
よ
う
に
と
、
製
造
監
督
と
し
て
農
商
務
省
の
技
師
派
遣
を
願
い
、
そ
の
派

遣
時
期
を
漁
期
前
に
な
る
よ
う
に
農
商
務
省
へ
依
頼
し
た
。
食
塩
運
送
方
法
に
つ
い
て
も
、
冬
季
は
廻
航
不
便
の
た
め
、
東
京
か
ら
青
森

県
弘
前
ま
で
汽
車
で
陸
送
す
る
こ
と
を
求
め
、
荷
造
運
賃
は
到
着
次
第
被
托
者
（
嶋
田
・
渡
邉
）
か
ら
支
払
う
旨
を
申
し
添
え
た
。
他
に
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も
、
能
代
実
業
会
は
、「
燻
室
建
設
ノ
準
備
ヲ
整
ヒ
管
内
ノ
漁
獲
高
及
価
格
等
ヲ
調
査
セ
ン
カ
タ
メ
会
員
一
同
毎
月
一
回
集
会
シ
テ
大
ニ

斯
業
ニ
関
ス
ル
調
査
ヲ
ナ
シ
タ
リ ）27
（

」
と
、
県
の
助
力
も
受
け
な
が
ら
、
創
業
準
備
を
進
め
て
い
っ
た
。

　

こ
の
年
に
農
商
務
省
か
ら
能
代
実
業
会
へ
派
遣
さ
れ
た
技
師
（
緒
方
千
代
治
）
に
よ
っ
て
、「
緒
方
千
代
治
塩
鰊
及
燻
製
鰊
試
験
報

告 ）28
（

」
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
三
月
二
三
日
か
ら
能
代
町
で
製
造
上
の
準
備
を
し
、
走
鰊
が
既
に
三
月
二
〇
日

か
ら
漁
獲
は
あ
っ
た
も
の
の
、
食
塩
の
到
着
が
遅
れ
、
四
月
三
日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
食
塩
が
到
着
し
、
翌
日
か
ら
仮
塩
漬
け
に
取
り
掛

か
っ
た
。
八
五
〇
〇
尾
中
、
一
五
〇
〇
尾
を
燻
製
鰊
用
に
、
七
〇
〇
〇
尾
を
塩
蔵
鰊
用
に
し
た
。
こ
の
鰊
は
、
秋
田
県
岩
館
村
で
漁
獲
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
製
造
地
の
能
代
港
と
は
七
里
の
距
離
に
あ
る
た
め
、
船
で
新
鮮
な
ま
ま
能
代
港
に
輸
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
能

代
ハ
鰊
ノ
集
散
地
タ
リ
依
リ
テ
製
造
ノ
場
処
ヲ
此
地
ニ
設
ケ
タ
リ
」
と
緒
方
技
師
が
評
価
す
る
よ
う
に
、
新
鮮
な
鰊
を
使
っ
て
製
造
可
能

な
場
所
で
あ
っ
た
。

　

当
初
は
、
燻
製
鰊
・
塩
蔵
鰊
試
験
用
と
し
て
農
商
務
省
か
ら
下
付
さ
れ
る
食
塩
は
二
石
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
結
局
明
治
二
八
年
に

は
、
食
塩
三
石
が
下
付
さ
れ
た
。
こ
の
食
塩
は
川
崎
試
験
所
で
製
造
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
能
代
実
業
会
は
、
赤
穂
改
良
塩
と
農
商
務
省

水
産
調
査
所
か
ら
払
下
げ
の
食
塩
と
の
比
較
試
験
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
食
塩
の
良
否
が
塩
蔵
魚
類
に
大
き
く
関
係
あ
る
こ
と
を
実
感

す
る
こ
と
に
な
る
。
赤
穂
改
良
塩
は
食
味
貯
蔵
共
に
十
分
で
は
な
く
、
農
商
務
省
水
産
調
査
所
か
ら
下
付
さ
れ
た
食
塩
は
、
食
味
、
貯
蔵

と
も
に
問
題
な
か
っ
た
。
こ
の
結
果
を
以
て
、
能
代
実
業
会
（
嶋
田
・
渡
邉
）
は
、
次
の
鰊
漁
期
に
向
け
、
秋
田
県
知
事
へ
以
下
の
願
書

を
提
出
す
る
。

　
　

食
塩
御
払
下
之
義
ニ
付
願

　
　

一
食
塩
二
十
石

　
　

本
年
春
季
鰊
薫
製
及
塩
漬
試
験
用
ト
シ
テ
農
商
務
省
ヨ
リ
食
塩
三
石
御
下
付
相
成
候
ニ
付
赤
穂
改
良
塩
ト
比
較
試
験
致
候
処
良
質
ト

信
シ
タ
ル
赤
穂
改
良
塩
モ
其
結
果
甚
不
良
ニ
シ
テ
食
味
貯
蔵
共
ニ
充
分
ナ
ラ
ス
大
ニ
食
塩
ノ
良
否
ハ
塩
蔵
魚
類
ニ
大
関
係
ア
ル
ヲ
感
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得
致
候
ニ
就
テ
ハ
農
商
務
省
水
産
調
査
所
御
製
造
ノ
食
塩
前
記
之
通
本
春
ノ
例
ニ
依
リ
来
春
試
験
用
ト
シ
テ
特
別
御
払
下
被
下
候
様

御
手
数
之
至
ニ
候
得
共
其
尚
宜
ク
御
取
計
被
成
下
度
奉
願
上
候
尚
九
月
中
マ
テ
ニ
運
送
不
致
候
テ
ハ
通
船
甚
差
支
候
間
其
以
前
御
払

下
相
成
候
様
願
度
御
許
可
之
上
ハ
受
取
人
水
産
調
査
所
ヘ
出
願
可
為
致
候
此
段
奉
願
上
候
也
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秋
田
県
知
事
平
山
靖
彦
殿 ）29
（

来
春
も
試
験
用
と
し
て
特
別
に
食
塩
二
〇
石
を
払
い
下
げ
て
ほ
し
い
こ
と
、
九
月
中
に
船
で
運
ん
で
ほ
し
い
こ
と
を
許
可
の
上
、
水
産
調

査
所
へ
出
願
し
て
ほ
し
い
旨
の
願
書
を
提
出
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
明
治
二
八
年
八
月
二
〇
日
に
、
秋
田
県
知
事
は
農
商
務
省
水
産
調

査
所
へ
、
水
産
調
査
所
試
製
の
食
塩
を
下
付
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
す
る
。

　

さ
ら
に
、
一
〇
月
に
は
、
能
代
実
業
会
長
か
ら
「
鰊
製
造
ノ
儀
ニ
付
追
願 ）30
（

」
と
し
て
秋
田
県
知
事
に
対
し
、
明
治
二
九
・
三
〇
年
の

二
ヶ
年
間
の
設
計
書
（
表
1
）
を
提
出
す
る
と
共
に
、「
海
外
ノ
貿
易
御
奨
励
ノ
御
趣
旨
ヲ
以
テ
今
後
二
ヶ
年
間
本
会
ノ
製
造
場
ヘ
水
産

調
査
所
ヨ
リ
技
師
御
派
遣
被
成
下
御
監
督
ノ
上
多
少
ノ
製
品
御
買
上
ケ
被
下
海
外
ヘ
御
試
売
被
成
下
度 ）31
（

」
と
、
農
商
務
省
か
ら
二
ヶ
年

間
の
技
師
派
遣
と
製
品
買
上
ノ
上
、
海
外
へ
の
試
売
を
頼
ん
だ
。
初
年
は
製
造
事
業
拡
張
の
た
め
に
予
算
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
翌
明

治
三
〇
年
は
、
購
入
し
た
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
た
め
、
漬
込
桶
、
比
重
計
、
莚
、
寒
暖
計
、
製
造
場
の
計
二
五
七
円
七
〇
銭

は
不
要
と
な
る
。

　

能
代
実
業
会
へ
は
、
農
商
務
省
か
ら
明
治
二
八
年
分
の
海
外
に
お
け
る
品
評
結
果
が
届
い
て
い
な
い
が
、
実
業
会
で
貯
蔵
し
て
い
る
製

品
は
、
未
だ
に
良
い
状
態
で
あ
る
た
め
、
き
っ
と
良
い
結
果
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
と
実
業
会
は
予
想
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
今
後
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表1　明治29・30年試製・試売設計書

明治29年
塩蔵鰊製造費（円） 燻製鰊製造費（円） 建築費（円）

生魚（4万尾） 200 鰊（1万尾） 50 製造場（18坪） 216

食塩（24石） 42 食塩（2石） 3.5 小屋掛料 15

硼酸（50斤） 7.5 漬込桶（1本） 7

漬込桶（4本） 28 寒暖計（2本） 3.2
比重計（4本） 2 薪（1棚） 7

手桶柄杓他 5 莚（20枚） 0.6
運賃（能代‒横浜） 30 大鋸屑（15叺） 3

詰替樽（100個） 100 竹縄他 5

莚（100枚） 1.5 販売容器（200函） 50

人夫（80人） 24 人夫（20人） 6

弁当他 15 弁当他 10

小計 455 小計 145.3 小計 231

明治30年
塩蔵鰊製造費（円） 燻製鰊製造費（円） 建築費（円）

生魚（4万尾） 200 鰊（1万尾） 50 小屋掛料 15

食塩（24石） 42 食塩（2石） 3.5
硼酸（50斤） 7.5 薪（1棚） 7

手桶柄杓他 5 莚（20枚） 0.6
運賃（能代‒横浜） 30 大鋸屑（15叺） 3

詰替樽（100個） 100 竹縄他 5

人夫（80人） 24 販売容器（200函） 50

弁当他 15 人夫（20人） 6

弁当他 10

小計 423.5 小計 135.1 小計 15

明治29年合計 831.3円
明治30年合計 573.6円

明治29・30年合計 1404.9円

明治二九年「第五課農工商掛事務簿　水産之部　壱番」（秋田県公文書館九三一〇三
―〇七〇二六）所収「能代実業会島田重治郎外一名ヨリ食塩払下并鰊製造ノ義ニ付追
願」試製・試売設計案より作成。

明治期における鰊製品の海外展開

一
七
三

74



（ 　 ）

愛知県立大学大学院国際文化研究科論集第20号（2019）

一
七
四

73

も
、
試
製
・
試
売
に
よ
っ
て
海
外
の
需
要
に
適
応
さ
せ
、
販
路
を
開
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
会
社
組
織
と
し
て
山
本
郡
八
森
村
・
岩
館
村

の
両
村
で
生
産
す
る
鰊
の
内
、
肥
料
に
製
造
し
て
い
る
中
か
ら
食
料
品
に
回
し
て
、
海
外
に
輸
出
す
る
つ
も
り
で
あ
る
と
い
う
。
た
だ

し
、
海
外
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
実
業
会
は
詳
し
く
知
ら
な
い
た
め
、
農
商
務
省
へ
依
頼
し
た
い
と
い
う
意
図
で
あ
っ
た
。

四
．
燻
製
鰊
・
塩
蔵
鰊
事
業
の
販
路
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

　

能
代
実
業
会
で
作
ら
れ
た
燻
製
鰊
・
塩
蔵
鰊
は
実
際
に
ど
こ
へ
試
売
さ
れ
、
海
外
か
ら
の
反
応
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
ろ
う
か
。
本

章
で
は
試
売
を
実
施
し
た
明
治
二
九
年
度
か
ら
明
治
三
五
年
度
の
状
況
を
順
に
見
て
い
こ
う
。

（
一
）
明
治
二
九
年
度

　

明
治
二
八
年
度
同
様
、
農
商
務
省
か
ら
水
産
技
師
（
緒
方
千
代
治
）
が
製
造
監
督
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
食
塩
二
〇
石
の
下
付
を
受
け
、

秋
田
県
か
ら
事
業
奨
励
費
と
し
て
二
〇
〇
円
下
付
さ
れ
た
。
昨
年
度
は
試
製
と
し
て
、
農
商
務
省
か
ら
の
委
託
に
過
ぎ
ず
、
製
造
高
も
少

な
か
っ
た
が
、「
本
年
度
ハ
販
路
ヲ
露
領
ニ
コ
ラ
イ
ス
ク
北
米
タ
コ
マ
市
濠
州
メ
ル
ボ
ル
ン
上
海
等
ヘ
求
メ
ン
カ
タ
メ
其
数
四
万
六
千
六

百
尾
ヲ
製
造
シ
内
壱
萬
六
千
尾
ハ
海
外
ノ
需
用
地
ヘ
輸
送
シ
参
万
六
百
尾
ハ
内
地
各
地
ヘ
試
売
セ
リ ）32
（

」
と
、
ニ
コ
ラ
イ
エ
フ
ス
ク
、
タ

コ
マ
市
、
メ
ル
ボ
ル
ン
、
上
海
へ
販
路
を
求
め
、
一
万
六
千
尾
を
海
外
へ
輸
送
し
、
三
万
六
百
尾
を
内
地
各
地
へ
試
売
し
た
。
海
外
へ
の

試
売
は
、
能
代
実
業
会
か
ら
農
商
務
省
が
買
い
上
げ
た
上
、
在
メ
ル
ボ
ル
ン
名
誉
領
事
等
へ
輸
送
し
、
品
評
を
求
め
た
。

　

メ
ル
ボ
ル
ン
市
検
査
官
お
よ
び
魚
市
場
魚
類
検
査
官
の
検
査
証
を
ふ
ま
え
、
メ
ル
ボ
ル
ン
で
販
売
を
請
け
負
っ
た
ラ
ン
グ
フ
ォ
ー
ル
ド

会
社
の
報
告
書
を
も
と
に
、
在
メ
ル
ボ
ル
ン
領
事
官
（
エ
ー
・
マ
ー
ク
ス
）
か
ら
外
務
次
官
（
小
村
寿
太
郎
）
へ
報
告
が
な
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
一
連
の
報
告
に
つ
い
て
は
、『
明
治
廿
九
年
度
水
産
調
査
所
事
業
報
告 ）33
（

』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
概
要
を
述
べ
る

に
と
ど
め
る
。
八
月
一
七
日
に
ラ
ン
グ
フ
ォ
ー
ル
ド
会
社
宛
に
送
ら
れ
た
燻
製
鰊
一
八
箱
の
う
ち
、
一
一
箱
は
「
人
類
ノ
食
用
ニ
適
セ
ス
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依
テ
之
ヲ
廃
棄
ス
ヘ
シ ）34
（

」
状
態
で
あ
り
、
他
に
も
黴
を
生
じ
、
箱
を
開
け
た
際
に
強
い
悪
臭
が
し
た
も
の
も
あ
り
、
売
捌
け
る
も
の
が

少
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
む
し
ろ
経
費
が
掛
か
り
、
損
失
を
被
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
箱
の
詰
め
方
や
形
状
、
大
き
さ
は

改
良
を
す
る
必
要
は
な
く
、
こ
れ
が
状
態
の
良
い
ま
ま
に
当
地
へ
着
け
さ
え
す
れ
ば
、
一
箱
（
五
〇
尾
入
）
が
五
シ
リ
ン
グ
で
売
れ
る
見

込
み
で
あ
り
、「
今
後
ノ
送
品
ア
ル
ト
キ
ハ
本
社
ハ
該
品
カ
第
一
等
品
ト
シ
テ
到
着
ス
ヘ
シ
ト
確
信
致
候 ）35
（

」
と
ラ
ン
グ
フ
ォ
ー
ル
ド
社
は

期
待
を
寄
せ
る
。

　

一
〇
月
に
能
代
実
業
会
長
（
嶋
田
治
右
衛
門
）
が
秋
田
県
知
事
（
岩
男
三
郎
）
宛
に
記
し
た
「
輸
出
鰊
製
造
事
業
奨
励
費
下
附
願 ）36
（

」

で
は
、「
海
外
輸
送
致
候
処
荷
造
ノ
廉
漏
ナ
ル
ト
在
外
附
托
者
ノ
取
扱
ニ
不
案
内
ナ
ル
ヨ
リ
多
少
ノ
失
敗
ヲ
来
タ
シ
充
分
ナ
ル
試
売
ノ
目

的
ヲ
達
シ
兼
ネ
実
ニ
遺
憾
ニ
不
堪
候 ）37
（

」
と
、
海
外
輸
送
は
、
荷
づ
く
り
の
粗
漏
、
在
外
付
託
者
の
取
扱
い
不
案
内
の
た
め
、
十
分
な
試

売
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
ず
遺
憾
に
堪
え
が
た
い
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
燻
製
鰊
事
業
の
販
路
は
大
き
い
と
確
信
し
、
農
商

務
省
の
委
託
に
止
ま
ら
ず
、
翌
年
度
の
事
業
に
向
け
て
、「
製
造
ノ
規
模
ヲ
拡
張
シ
更
ニ
多
額
ノ
製
造
ヲ
為
シ
広
ク
諸
外
国
ニ
販
路
ヲ
求

メ
奮
テ
当
初
ノ
目
的
ヲ
達
シ
申
度
候 ）38
（

」
と
、
製
造
規
模
を
拡
張
し
、
広
く
諸
外
国
に
販
路
を
求
め
て
い
き
た
い
と
、
事
業
設
計
書
を
添

え
、
奨
励
費
の
下
付
願
を
県
知
事
へ
提
出
し
た
。
こ
の
願
書
に
対
し
、
県
か
ら
の
照
会
が
あ
り
、
能
代
実
業
会
は
一
二
月
に
は
、
よ
り
具

体
的
に
「
是
迄
熏
製
ハ
獨
リ
米
国
タ
コ
マ
市
ヘ
輸
出
ノ
計
算
ニ
候
処
明
年
度
ヨ
リ
ハ
濠
洲
、
上
海
、
香
港
、
浦
塩
等
ノ
諸
国
ヘ
輸
出
致
シ

大
ニ
其
販
路
ヲ
求
ム
ル
ノ
見
込
ニ
有
之
候
又
塩
蔵
之
儀
ハ
内
地
ニ
於
テ
十
分
販
路
ヲ
有
ス
ル
確
実
ナ
ル
事
業
ト
信
シ
候 ）39
（

」
と
、
燻
製
鰊

は
タ
コ
マ
市
に
加
え
、
試
売
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
上
海
、
香
港
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
な
ど
の
諸
国
へ
販
路
を
求
め
る
見
込
み
で
あ

る
こ
と
、
塩
蔵
鰊
は
内
地
で
十
分
販
路
を
有
す
る
こ
と
は
確
実
な
事
業
で
あ
る
こ
と
を
回
答
し
た
。

（
二
）
明
治
三
〇
年
度

　

実
際
に
は
、
明
治
三
〇
年
度
は
、
メ
ル
ボ
ル
ン
、
ニ
コ
ラ
イ
エ
フ
ス
ク
、
シ
ド
ニ
ー
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
燻
製
鰊
を
輸
出
し
、
塩
蔵
鰊

は
、
こ
れ
ま
で
の
内
地
販
路
に
加
え
て
、
基
隆
市
（
台
湾
）
の
太
田
組
へ
試
売
を
委
託
し
た
。
こ
の
年
も
、
農
商
務
省
か
ら
水
産
技
師
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表２　明治30～35年における収入

明治30年 明治31年 明治32年 明治33年 明治34年 明治35年
海外費 100.2 111.64 414.06 242.38 279.09 134.46
内地費 429.8 914.79 319.43 716.5 728.3 649.5
博覧会売 141.6
県より補助金 600 600 600 600 1000 600

会員より入金損失
補塡額

330 100 302.2 750 500 124

銀行より借越金 300 150 280 750 700 228.67
基本金より補塡額 332.64 173.15 237.19 794.83 667  55.14
収入（計） 2092.64 2049.58 2152.88 3853.71 3874.39 1933.37

明治四〇年「第三部農務課事務簿　水産之部　八番」（秋田県公文書館九三〇一〇三―〇七〇七八）
所収「能代実業会燻製鰊収入決算書抜」より作成。（単位：円）
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（
緒
方
千
代
治
）
が
派
遣
さ
れ
、
食
塩
三
六
石
の
下
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ

ら
に
、
秋
田
県
か
ら
事
業
奨
励
費
と
し
て
六
〇
〇
円
下
付
さ
れ
た
（
表
2
）。
能
代
実

業
会
の
会
員
も
経
験
を
積
ん
で
き
た
た
め
、「
製
造
モ
従
来
ノ
モ
ノ
ニ
比
シ
テ
余
程
精

巧
ヲ
究
メ ）40
（

」、
大
日
本
水
産
会
第
六
回
品
評
会
で
優
等
五
等
、
神
戸
第
二
水
産
博
覧
会

で
は
進
歩
三
等
を
受
賞
し
、
宮
内
省
の
御
用
品
と
し
て
買
い
上
げ
ら
れ
る
機
会
を
得

た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
貿
易
評
論
に
、
メ
ル
ボ
ル
ン
の
ク
レ
ス
ピ
ン
商
会
が
毎
週
、

雑
貨
販
売
の
中
か
ら
注
目
す
べ
き
商
品
を
挙
げ
る
記
事
を
書
い
て
お
り
、
そ
こ
で
日
本

燻
製
鰊
の
委
託
品
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。「
該
品
ハ
日
本
秋
田
県
能
代
実
業
会
ニ
於
テ

製
造
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
香
味
佳
良
製
造
善
良
ニ
シ
テ
普
通
ノ
モ
ノ
ニ
比
シ
テ
鹹

味
甚
シ
カ
ラ
ス
能
ク
英
国
蘇
格
蘭
産
ノ
モ
ノ
ニ
匹
敵
ス
ベ
シ ）41
（

」
と
、
能
代
実
業
会
が

製
造
し
た
こ
と
、
香
味
も
製
造
も
良
い
こ
と
、
普
通
の
物
よ
り
も
塩
辛
く
な
く
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
産
の
も
の
に
匹
敵
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

で
は
、
試
売
の
結
果
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
ク
リ
ス
ピ
ン
商
会
が

一
二
月
に
お
こ
な
っ
た
報
告
は
以
下
で
あ
っ
た
。

　
　

日
本
赤
色
鰊
ノ
試
売
ハ
其
結
果
失
望
ニ
了
レ
リ
其
一
部
ノ
原
因
ハ
下
ニ
記
載
ス
ル

所
ノ
如
シ

　
　

一
右
鰊
ハ
色
合
同
一
ナ
ラ
ズ
或
ハ
暗
黄
銅
色
或
ハ
帯
青
不
同
ノ
色
ヲ
呈
ス
色
合
ノ

均
一
ナ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム

　
　

二
同
魚
ノ
肚
ヲ
援
ク
ベ
カ
ラ
ズ
蘇
格
蘭
鰊
ハ
肚
及
卵
ヲ
保
タ
シ
メ
ア
リ
為
ニ
肥
満
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ノ
相
ヲ
現
シ
居
レ
リ

　
　

三
詰
箱
ノ
容
積
大
過
キ
テ
多
ク
ノ
運
賃
ヲ
要
シ
又
詰
方
繁
密
ナ
ラ
サ
ル
為
赤
鰊
箱
内
ニ
テ
撼
キ
光
沢
ヲ
生
ス
ル
ノ
害
ヲ
生
セ
リ

　
　

赤
鰊
ハ
二
打
入
ノ
角
錫
罐
詰
ト
シ
真
鍮
流
ノ
上
「
レ
ツ
テ
ル
」
ヲ
附
ス
ル
ヲ
可
ト
ス
其
値
ハ
鰊
二
打
入
ノ
罐
壱
打
ニ
付
二
十
二
志
ナ

リ
弐
百
尾
ノ
小
樽
ト
シ
テ
能
ク
荷
造
ス
レ
バ
売
行
好
又
運
賃
モ
軽
少
ナ
リ
別
面
ノ
如
ク
函
詰
ニ
テ
送
ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ
望
ム
能
ク
荷
造

シ
タ
ル
良
質
ノ
鰊
ハ
必
ス
売
行
ア
リ
此
事
ニ
少
々
注
意
セ
ハ
有
利
ノ
商
業
ト
ナ
ル
ニ
至
ル
ベ
シ
百
尾
入
小
樽
詰
塩
蔵
鰊
モ
十
二
月
ヨ

リ
三
月
迄
ノ
間
ニ
宛
テ
ヽ
売
行
ク
ベ
キ
カ
故
ニ
試
売
ヲ
為
ス
モ
可
ナ
リ
塩
鰊
ハ
強
キ
塩
水
ニ
浸
ス
ヲ
可
ト
ス

　
　

 

千
八
百
九
十
七
年
十
二
月
二
十
一
日

 
 

　
　
　
　

ジ
ー
ジ
ー
ク
リ
ス
ピ
ン
商
会 ）42
（

赤
色
鰊
す
な
わ
ち
燻
製
鰊
の
試
買
結
果
は
、
失
望
に
終
わ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
色
が
均
一
で
な
い
こ
と
、
肚
を
残
し
て
い

な
い
こ
と
、
箱
の
容
積
が
大
き
す
ぎ
る
た
め
に
多
く
の
運
賃
が
必
要
で
あ
り
、
詰
め
方
が
繁
密
で
な
い
た
め
に
箱
内
で
鰊
が
動
い
て
し
ま

う
こ
と
を
挙
げ
る
。
こ
う
し
た
問
題
は
あ
る
も
の
の
、
鰊
二
ダ
ー
ス
入
り
の
錫
の
缶
に
レ
ッ
テ
ル
を
張
り
、
一
缶
に
付
き
二
二
シ
リ
ン
グ

と
す
る
よ
う
に
小
樽
と
し
て
荷
造
り
す
れ
ば
、
運
賃
も
少
な
く
、
売
行
き
の
良
い
有
利
な
商
売
と
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
一
〇
〇
尾
入
小
樽

詰
め
塩
蔵
鰊
も
一
二
月
か
ら
三
月
ま
で
の
間
に
売
れ
れ
ば
、
試
売
で
き
る
こ
と
を
ク
リ
ス
ピ
ン
商
会
は
あ
わ
せ
て
報
告
し
た
。

（
三
）
明
治
三
一
年
度

　

明
治
三
一
年
度
に
は
、
農
商
務
省
か
ら
技
師
（
柁
川
温
）
が
燻
製
伝
授
に
訪
れ
た
。
柁
川
技
師
は
、
明
治
二
七
年
に
能
代
実
業
会
の
講

話
で
、
山
本
郡
が
燻
製
鰊
・
塩
蔵
鰊
の
製
造
に
適
当
な
地
で
あ
る
と
述
べ
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
年
、
能
代
実
業
会
は
、
農
商
務
省
か
ら

食
塩
五
〇
石
の
下
付
を
受
け
、
柁
川
技
師
の
も
と
製
造
し
、
さ
ら
に
販
路
を
拡
張
し
た
。「
三
拾
壱
年
度
燻
製
塩
造
鰊
製
造
収
支
決
算 ）43
（

」

に
よ
れ
ば
、
燻
製
鰊
を
メ
ル
ボ
ル
ン
（
九
円
五
九
銭
）、
シ
ド
ニ
ー
（
三
八
円
三
五
銭
）、
上
海
（
五
円
三
六
銭
）、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
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（
二
二
円
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
二
円
）、
他
に
外
国
行
き
の
横
浜
販
売
店
（
三
四
円
三
四
銭
）
へ
試
売
し
、
計
一
一
一
円
六
四
銭
の
収
入

を
得
た
。「
此
迄
海
外
ノ
品
評
報
告
ハ
其
批
評
種
々
ニ
岐
レ
タ
リ
ト
雖
ト
モ
年
々
好
評
ニ
近
ツ
キ
ツ
ヽ
ア
ル
ハ
事
実
ナ
リ
第
一
ノ
輸
出
ニ

係
ル
分
ハ
木
箱
ニ
詰
込
ミ
タ
ル
ヲ
以
テ
自
然
内
容
物
ノ
変
敗
ヲ
来
シ
タ
レ
ト
モ
此
年
ハ
海
外
需
要
地
ノ
注
意
ニ
依
リ
鉄マ

マ葉
罐
ト
ナ
シ
荷
造

等
モ
大
ニ
改
良
セ
リ ）44
（

」
と
、
海
外
か
ら
の
品
評
報
告
は
年
々
好
評
に
近
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
た
、
荷
造
り
方
法
と
し
て
従
来
は
木
箱

に
詰
め
込
ん
で
き
た
が
、
変
敗
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
た
め
、
海
外
か
ら
の
注
意
を
ふ
ま
え
ブ
リ
キ
缶
へ
変
更
す
る
等
大
き
く
改
良
し
た
。

　

同
年
の
塩
蔵
鰊
は
、
内
地
各
所
へ
試
売
し
た
。
内
地
の
販
売
先
と
販
売
額
は
、
秋
田
監
獄
署
（
四
七
円
六
五
銭
八
厘
）、
南
秋
田
郡
役

所
（
一
円
三
銭
）、
第
一
七
連
隊
（
三
九
円
七
〇
銭
二
厘
）、
宮
内
省
（
七
円
）、
秋
田
市
・
能
代
市
・
北
秋
田
郡
・
鹿
角
郡
・
神
戸
の
販

売
店
（
八
〇
一
円
六
〇
銭
）
へ
販
売
し
、
計
八
九
六
円
九
九
銭
で
あ
っ
た
。
他
に
、
白
子
や
笹
目
等
の
内
地
販
売
額
（
一
七
円
八
〇
銭
）

も
合
わ
せ
る
と
内
地
販
売
費
は
九
一
四
円
七
九
銭
と
な
る
。
こ
の
収
支
決
算
に
は
製
造
に
従
事
し
た
人
夫
の
人
数
も
書
か
れ
て
お
り
、
明

治
三
一
年
度
は
、
男
人
夫
が
二
〇
四
人
、
女
人
夫
が
六
二
九
人
、
掃
除
人
夫
一
五
人
、
常
備
雇
六
〇
人
の
計
九
〇
八
人
と
、
他
に
数
名
の

事
務
員
を
雇
っ
て
い
た
。
彼
ら
の
給
料
は
合
計
で
二
七
二
円
一
九
銭
に
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
能
代
実
業
会
が
上
海
領
事
館
へ
輸
送
し
た
燻
製
鰊
試
売
に
対
す
る
領
事
館
報
告 ）45
（

を
見
て
み
よ
う
。
ま
だ
十
分
に
嗜
好
を
確
か

め
て
お
ら
ず
、
販
路
の
有
無
を
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
断
り
な
が
ら
、
領
事
官
は
現
段
階
の
結
果
と
次
の
手
段
を
提
案
す
る
。

　

見
本
品
の
燻
製
鰊
は
当
初
、
上
海
の
商
人
に
一
箱
（
一
二
缶
）
を
託
し
た
り
、
缶
を
開
け
て
配
っ
た
り
、
店
頭
に
並
べ
て
い
た
。
し
か

し
、
購
入
希
望
者
が
い
て
も
、
半
値
を
提
示
す
る
た
め
、
こ
の
値
段
が
今
後
の
標
準
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
と
考
え
、
無
料
配
布
の
方
針

を
取
る
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
で
、
残
り
の
一
箱
（
一
二
缶
）
を
心
当
り
の
場
所
、
長
江
筋
、
南
方
地
方
へ
も
送
付
し
た
と
こ
ろ
、
試
味
の

結
果
は
概
し
て
良
く
な
か
っ
た
。「
清
国
人
ハ
煮
テ
之
ヲ
食
ス
ル
モ
燻
嗅
ノ
強
キ
ヲ
厭
フ
ノ
状
ア
リ
而
カ
モ
其
塩
気
ノ
軽
キ
ヲ
説
ク
者
ス

ラ
ア
リ ）46
（

」
と
、
燻
臭
の
強
さ
を
嫌
が
り
、
塩
気
の
軽
さ
を
説
く
者
ま
で
い
た
。
さ
ら
に
、
福
州
の
海
産
商
に
よ
れ
ば
、
む
し
ろ
塩
漬
け

と
し
て
樽
に
詰
め
た
も
の
の
方
が
売
れ
る
と
い
う
。
塩
漬
鰊
は
、
昨
年
北
海
道
か
ら
輸
送
し
た
者
が
い
た
が
、
夏
季
だ
っ
た
た
め
腐
敗
の

兆
し
が
あ
り
臭
気
甚
だ
し
く
陸
揚
げ
す
ら
で
き
ず
に
海
へ
捨
て
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
塩
漬
鰊
は
、
当
地
方
の
炎
熱
に
耐
え
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る
こ
と
が
で
き
る
か
が
疑
問
と
な
る
。
塩
漬
鰊
に
対
し
て
、
燻
製
鰊
は
好
評
の
様
子
だ
が
、
な
る
べ
く
燻
臭
を
少
な
く
し
た
り
、
今
回
も

既
に
白
黴
が
発
生
し
そ
う
で
あ
っ
た
た
め
、
品
質
を
良
く
し
た
り
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
西
洋
人
は
従
来
燻
製
鰊
を
使
用
し
た
こ
と

が
あ
り
、
海
産
店
に
訪
ね
て
く
る
者
も
い
る
の
に
対
し
、
本
来
の
対
象
者
で
あ
る
べ
き
清
国
人
は
、
食
べ
た
こ
と
な
く
食
わ
ず
嫌
い
の
者

も
い
る
。
特
に
、「
元
来
当
国
人
（
筆
者
注
：
清
国
人
）
ハ
旧
ヲ
脱
シ
新
ニ
就
ク
ノ
志
熱
最
モ
薄
ク
況
シ
テ
食
用
品
ノ
如
キ
ハ
仮
令
其
嗜

好
ノ
点
ニ
於
テ
ハ
敢
ヘ
テ
好
マ
サ
ル
ニ
ア
ラ
ス
ト
雖
モ
不
慣
レ
ノ
品
ヲ
直
チ
ニ
需
要
ス
ル
カ
如
キ
ハ
甚
タ
稀
レ
ナ
ル ）47
（

」
と
、
慣
れ
て
い

な
い
食
用
品
を
す
ぐ
に
需
要
す
る
こ
と
は
非
常
に
珍
し
い
た
め
、
販
路
の
見
込
み
が
立
た
な
い
。
そ
こ
で
、
当
地
の
商
人
の
店
頭
で
試
食

販
売
さ
せ
、
現
在
残
っ
て
い
る
数
缶
は
雑
貨
商
に
委
託
し
て
、
船
問
屋
に
協
議
し
、
船
客
の
食
用
品
と
し
て
供
給
す
る
等
新
た
な
販
路
を

探
ら
せ
た
い
と
思
う
が
い
か
が
か
と
上
海
領
事
館
は
提
案
す
る
。

（
四
）
明
治
三
二
～
三
五
年
度

　

明
治
三
二
年
度
は
、
農
商
務
省
か
ら
松
崎
正
広
技
師
が
派
遣
さ
れ
、
新
た
に
夜
間
燻
製
法
が
伝
授
さ
れ
た
。
製
造
し
た
燻
製
鰊
は
、
メ

ル
ボ
ル
ン
、
シ
ド
ニ
ー
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
上
海
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
送
っ
た
。
表
２
を
見
れ
ば
、
明
治
三
二
年
の
み
、
海
外
へ
の
販
売

額
（
四
一
四
円
六
銭
）
が
内
地
の
販
売
額
（
三
一
九
円
四
三
銭
）
を
上
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
海
外
輸
出
が
上
手
く
行
っ
た
明
治
三
二

年
で
あ
っ
て
も
、
販
売
額
の
み
で
は
経
費
を
賄
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
燻
製
鰊
・
塩
蔵
鰊
事
業
は
、
秋
田
県
の
補
助
金

に
加
え
て
、
会
員
よ
り
入
金
損
失
補
塡
額
、
銀
行
よ
り
借
越
金
、
基
本
金
よ
り
補
塡
額
で
そ
の
損
失
（
一
四
一
九
円
三
九
銭
）
を
補
塡
せ

ね
ば
成
り
立
た
な
い
事
業
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

そ
の
後
、
塩
蔵
鰊
の
内
地
販
売
は
順
調
に
販
路
拡
大
し
て
い
く
反
面
、
海
外
へ
の
燻
製
鰊
輸
出
先
は
減
っ
て
い
る
。
明
治
三
三
・
三
四

年
度
は
メ
ル
ボ
ル
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
上
海
へ
、
明
治
三
五
年
度
は
メ
ル
ボ
ル
ン
、
シ
ド
ニ
ー
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
と
販
路
を
縮
小
し

な
が
ら
続
け
た
。
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五
．
お
わ
り
に

　

小
稿
で
は
、
明
治
二
〇
年
代
、
海
外
の
鰊
需
要
に
対
し
て
、
秋
田
県
山
本
郡
で
試
製
し
た
燻
製
鰊
・
塩
蔵
鰊
を
輸
出
す
る
計
画
と
そ
の

実
態
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
当
初
は
こ
の
燻
製
鰊
・
塩
蔵
鰊
を
輸
出
す
る
計
画
は
、
農
商
務
省
か
ら
提
案
し
た
も
の
で
あ
っ
た

が
、
実
際
に
は
、
農
商
務
省
の
動
き
は
遅
く
、
山
本
郡
能
代
港
町
の
青
年
商
業
家
ら
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
能
代
実
業
会
が
、
郡
役
所
や

県
庁
へ
精
力
的
に
働
き
か
け
た
こ
と
に
よ
り
実
現
で
き
た
と
評
価
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

明
治
期
の
秋
田
県
は
、
山
本
郡
・
南
秋
田
郡
で
鰊
の
漁
獲
が
見
ら
れ
、
そ
の
漁
期
は
北
海
道
よ
り
も
早
か
っ
た
。
農
商
務
省
で
は
既
に

北
海
道
と
青
森
県
で
燻
製
鰊
を
試
製
し
て
い
た
が
、
漁
期
が
遅
く
産
卵
期
に
近
い
鰊
を
使
用
す
る
た
め
、
魚
体
が
衰
弱
し
外
見
が
良
く
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
漁
期
の
早
い
秋
田
県
が
候
補
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
秋
田
県
の
中
で
も
、
両
郡
で
は
そ
の
地
理
的
特
徴
か
ら
鰊
の
販

売
製
品
、
販
路
が
異
な
っ
て
い
た
。
特
に
、
山
本
郡
で
は
交
通
不
便
な
立
地
の
た
め
、
鮮
魚
と
し
て
の
販
売
は
難
し
く
、
主
と
し
て
肥
料

に
製
造
加
工
し
、
他
県
へ
販
売
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
鰊
肥
料
と
燻
製
鰊
・
塩
蔵
鰊
と
で
は
そ
の
製
造
過
程
は
異
な
る
も
の
の
、
山

本
郡
に
は
鰊
を
製
造
加
工
す
る
場
所
と
技
術
が
既
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

能
代
実
業
会
の
会
員
は
、
明
治
二
七
年
五
月
に
農
商
務
省
の
講
話
を
聞
き
、
燻
製
鰊
・
塩
蔵
鰊
事
業
に
は
将
来
性
が
あ
る
と
判
断
し

た
。
ま
ず
は
鰊
燻
製
試
験
場
を
設
置
し
、
食
塩
の
下
付
を
希
望
し
、
農
商
務
省
か
ら
派
遣
さ
れ
る
技
師
の
監
督
の
も
と
製
造
し
、
製
造
品

を
農
商
務
省
に
買
い
上
げ
て
も
ら
い
、
海
外
へ
試
売
す
る
方
法
を
と
っ
た
。
明
治
二
九
年
度
か
ら
本
格
的
な
燻
製
鰊
・
塩
蔵
鰊
の
事
業
が

開
始
し
た
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
タ
コ
マ
市
か
ら
始
ま
り
、
ロ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
清
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
と
燻
製
鰊
を
試
売

し
、
海
外
の
販
路
を
模
索
し
た
。
他
方
、
塩
蔵
鰊
は
秋
田
県
内
の
み
な
ら
ず
県
外
各
地
と
、
台
湾
へ
販
売
し
て
い
っ
た
。
実
際
に
は
、
燻

製
鰊
の
海
外
輸
出
は
、
損
失
が
大
き
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
能
代
実
業
会
は
県
の
補
助
金
の
み
な
ら
ず
、
会
員
か
ら
の
損
失
補
塡
金
で
対

応
し
な
が
ら
、
事
業
を
続
け
て
い
っ
た
。
明
治
四
〇
年
に
は
「
盛
ニ
販
路
ヲ
海
外
諸
国
ニ
探
求
シ
来
レ
ル
鰊
魚
燻
製
及
塩
蔵
事
業
ハ
著
ニ

其
歩
ヲ
進
メ
今
ヤ
大
ニ
内
外
人
ノ
注
意
ヲ
喚
起
シ
来
リ
前
途
日
本
輸
出
品
ノ
主
ナ
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
甚
タ
好
望
ノ
域
ニ
達
セ
ル ）48
（

」
と
主
要
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な
日
本
輸
出
品
と
評
せ
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
秋
田
県
の
沿
海
に
は
、
明
治
末
期
に
は
鰊
が
寄
ら
な
く
な
っ
た
た
め
、
新
鮮

な
鰊
で
製
造
加
工
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
能
代
実
業
会
に
よ
る
燻
製
鰊
・
塩
蔵
鰊
の
販
売
は
、
水
産
物
輸
出
の
魁
と
言
え
る
。
能
代
実
業
会
は
、
山
本
郡
が
も

つ
不
利
な
地
理
的
条
件
を
強
み
に
し
て
、
農
商
務
省
や
県
へ
働
き
か
け
、
会
員
に
よ
る
損
失
補
塡
金
で
補
い
な
が
ら
も
試
製
・
試
売
を
進

め
た
。
結
果
と
し
て
、
こ
の
活
動
は
短
命
で
あ
っ
た
に
し
ろ
、
そ
の
後
の
水
産
物
輸
出
へ
と
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
能
代
実
業
会
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
水
産
物
輸
出
の
体
制
が
、
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
て
い
く
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

注
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。 
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） 
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）『
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一
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 （
7
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郡
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本
漁
村
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過
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京
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学
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版
会
）
一
二
七

－

一
五
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8
） 

た
と
え
ば
、
秋
田
県
労
働
部
職
業
安
定
課
編
（
一
九
五
三
）『
秋
田
県
出
稼
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北
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漁
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│
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秋
田
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労
働
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〇
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治
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の
秋
田
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漁
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出
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│
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公
文
書
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史
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│
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9
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九
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前
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明
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九
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五
課
農
工
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務
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水
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公
文
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館
九
三
一
〇
三

－

〇
七
〇
二
六
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 （
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前
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前
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17
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 （
33
） 

農
商
務
省
水
産
調
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所
編
（
一
八
九
七
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明
治
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事
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前
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「
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五
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農
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田
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三
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〇
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－

〇
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〇
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）。 

 （
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前
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前
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前
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前
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前
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前
掲（
17
）。 

 （
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） 

前
掲（
17
）。 

 （
44
） 

前
掲（
17
）。 

（
 45
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明
治
三
二
年
「
第
五
課
農
事
掛
事
務
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水
産
之
部　

弐
番
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秋
田
県
公
文
書
館
九
三
〇
一
〇
三

－

〇
七
〇
三
八
）。 

 （
46
）  

前
掲（
45
）。

 （
47
）  

前
掲（
45
）。

 （
48
） 

前
掲（
17
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【
付
記
】
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
﹇
基
盤
研
究
（
Ｂ
）﹈「
沿
岸
漁
場
に
お
け
る
順
応
的
適
環
境
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
地
理
学
的
研

究
」（
課
題
番
号
：
一
六
Ｈ
〇
三
五
一
九
、
研
究
代
表
者
：
池
口
明
子
）、
同
﹇
若
手
研
究
（
Ｂ
）﹈「
近
代
北
海
道
に
お
け
る
ニ
シ
ン
漁
家
・
漁
獲
地
域
の

危
機
対
応
に
関
す
る
研
究
」（
課
題
番
号
：
一
七
Ｋ
一
三
五
八
二
、
研
究
代
表
者
：
服
部
亜
由
未
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
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